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気候変動への対応として適切なJt索
マネー ジメントが求められている
・様々なバイオームの小で肢も炭素貯尉i!
の多い森林において広械でのモニタリング
が急務とされている
• LiDARはもっとも有効なモニタリングツー ル
として近年特に段目されている
問題点：推定制度には制の余地がある
．針紫樹林．広葉樹林など森林タイプの迎い
がfii足利I.:に影押する刷川ι刷
・起伏の激しい地形では雌>E制度が低ドする..酬
・樹冠が泌み合っている（LAI、立木紘＇l.:が高い）
森林では推定制度が低下する
：レケよ
しかし・・・
樹縄問械や地形町混み（＇；い度が桜纏
な場合（本研究のサイト）
1: 
J - • ＇、n ifJ : ぁもままりが昆い
J.,OAR.，－！，』仁帽思信＇＂＂・－叩
》日正存研究では多くの明白合．
:Jl測値を得るサイトが比較
的小I目的で．地形や樹極
構成、立本の似み（＇；い1立
が一線であった
》それらの挺悶をJi＇価した
研究はない
》これらの彩轡を小さくする
ためには例体ごとの樹誕を
till1する方法が有効と考
えられる I ._.~: 
司 十
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正然生林針広i,¥交林51hn
約2Jj本c-?;,'r.本の樹崎、
DBH.位置データ
2001'1' t械をLiDAR，汁開
目的 より広域に適応可能な蓄積推定を実施するために、方法の改善をはかる
1 / 2.玖長の主要な要因と考えられる以下の3つにお目
［.大而輔の調布地｛槻維な地形、樹絹構成、世話み合い皮）を対象に、航空織 I I p 一一『
LiDAR測批を/flいた広峨（数IOhaのスケール）での蓄積推定を樹冠を抽出す ｜「、｜I 地形 1~II成樹純（針悠樹・広柴樹） ｜｜ 伝木i出み合い皮 ｜
る方法で行い、地上初期値と比較する I' I .:.Mbi欄推定制度に与える影軒、 宅Il！解像度を考慮しながら検証する
結果：方法2樹冠体積法を用いた場合
空間解像度の影響 地形の影響 森林タイプの影響 立木の混み合い度の影響
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主主U:l解t創立 傾斜角 針葉樹事 立木の混み合いI.:
樹冠を抽出する方法と比較的粗い解像度を用いることで
高い精度で蓄積を評価することに成功した
r地形と森林タイプの影響を少なくできたことが改善のポイント』こなったと考えられる
今後の標題 混み合いlitの民主轡が 「A. I. より詳細な解像度、点続伎のデ－~を川いる 3.樹尚樹冠而献のl則係から政州出を嫡正する
大きく附されなかった り 2 舵t~.~11：~~~！~：t：~！~， 4樹冠抽出自体の制度検制雌
方法
Step.1実測｛直と推定値を準備
率盟Jn
• 1ij木調盗：胸高直径（DBH).:a 12.5cmの全
立木を対象に樹輔、樹木位u•t DBHを骨l測
．既存のアロメトリー 式〈中ぬ式材制式）を朋
いて材輸を鉱山
盤盆Jn
2mHU隔で観測された地上高(DEM）と林冠表
而両(DS)Dから、その髭分として樹高に糊当
する値memoを求め、Step.2の材積般定に
用いた
巴琵Eつ解削2mX2m
い為h，，咽抽Mo剖l
I 1児暴”
Step . Z ocHMより材積を算出
DCHMマップの作成
↓ 
G!S tでWatershed世4
による樹冠制l出
↓ 
樹冠而般×DCHi¥l(max)
＝体積に限界
1 
＇｝，！測の部制データと比較して粕JS!を検，i1E
Step.3推定値の評価一実測値との比較
方形区のf(lj積（笠HU解像度）を400m2→ 6400m唆で変える
¢醸麗麗調 。件体土4
400m雪ー「.，－－－－ 6100m' 
)j形区数（183』） (52日〉 (93) 
方形｜互をカテゴリー分類し、 地形、森林タイプ、~みf;い1皮の影響を見る
－地形：方形区ごとの平灼傾斜
・諜紘7イプ：方形l豆ごとの胸両断而樹合訓tこ占める針集樹の比率
・臨み合い1度：方形区ごとの立木の胸尚断而桜合羽
18。、
:1 '/ L 実測値と推定値
':l uジィ ・ ．． の相関（決定係数）
:lff' 可 で評価
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